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2 特集　言語変異と言語変化

言語の記録保存と継承保存

　世界の言語の約半分が「いま何もし

なければ」今世紀中になくなってしま

うと言われており、例えばユネスコは、

そのような消滅危機言語が日本には8つ

あると報告しています。この報告に含

まれないほぼすべての地域言語（中央

語である日本語標準語以外の言語・方

言）も、だんだんと使う人がいなくなっ

ていて、消滅の危機に瀕していると言

えます。言語変異研究領域では、この

ような日本各地の地域言語を保存する

ための研究を行っています。

　言語の「保存」と聞いて、みなさん

はどんなことを想像するでしょうか。私

たちがおこなっている二つの「保存」に

ついてお話しします。

言語の記録保存

　最初に思いつく方が多そうなのは、言

語の「記録保存」の方でしょうか。博

物館に言語の記録資料を残すイメージ

です。私たちは、消滅の危機に瀕して

いる言語の話者が健在なうちに、体系

的かつ総合的な言語の記録を残す研究

を、日本国内40地点で行っています。

　体系的な言語の記録を残すために、

まずその言語の全体像―その言語が持

つ音、語や句・文をつくるための文法

規則、句や文が実際の文脈の中でどの

ように解釈されるのか、といった体系

的な記述が記載される参照文法を書く

ための調査を行います。

　また、言語の全体像を理解するため

には、総合的な言語の記録が必要です。

参照文法と合わせて、例文や音声資料

付きの辞書、音声や映像資料から文字

化され逐語訳が付された談話資料、さ

らに最近では詳細な文法情報を付した

コーパスも総合的な言語の記録に含ま

れます。

　言語が消滅してしまったり、世代間

継承が途絶えてしまったりしていても、

このような記録があれば復活・復興さ

せることが可能であることは、ヘブラ

イ語やハワイ語などの例からもわかり

ます。逆に、質・量ともにじゅうぶん

な言語の記録がなければ、一度失われ

た言語は二度と知ることができず、次

にお話しするもう一つの保存も非常に

困難になります。

言語の継承保存

　私たちは、言語の「記録保存」と並

行して、「継承保存」のための実践研究

も行っています。生きた言語は人間の

頭の中にあり、個人の寿命を超えて次

世代に継承されていくものなので、博

物館に言語の記録が残るだけでは、生

きた言語を残すことはできません。

　日本国内の消滅危機言語、例えば琉

球諸語はおおむね、60歳以上の人たち

が日常的に話していますが、学齢期の

子どもたちは話すことも聞いて理解す

ることもできず、世代間継承が断絶し

ていると考えられます。このような消

滅危機言語の「継承保存」とは、世代

間継承を再開させ

維持することを意

味します。

「いま何もしなければ」
なくなってしまう
日本各地の地域言語を保存し、
言語の多様性を維持する
～日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成～

木部暢子・山田真寛
KIBE Nobuko　　　　　  YAMADA Masahiro

言語変異と言語変化

PROJECT 

　　　　聞き取り調査

多良間語民話絵本『カンナマル  クールク』
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琉球諸語の継承保存の例

たくさんの「潜在話者」がいる

　消滅危機言語の流暢な母語話者世代

と、標準語モノリンガルの子どもの世

代の間に、「流暢には話せないけれど聞

いて理解できる」世代がいることは、こ

れまでほとんど注目されてきませんで

した。

　しかし、例えば沖永良部島の40歳前

後の人たちは、地域言語の理解に必要

な言語知識を流暢な母語話者と同じよ

うに持っていることがわかりました（下

のグラフ参照）。彼らを地域言語がまっ

たくわからない人たちよりも少ない労

力で（再び）地域言語を話すようにな

る「潜在話者」と呼ぶことができます。

　潜在話者の多くは、言語獲得期にあ

る子どもを育てている「親の世代」で

あり、彼らの地域言語使用の増加は、子

どもたちが聞く地域言語量の増加につ

ながると考えられます。私たちは、潜

在話者の地域言語使用を増やすことが

できれば、世代間継承を再開させられ

ると考えています。

地域言語復興の課題

　どうすれば潜在話者の地域言語使用

を増やすことができるでしょうか。流

暢な母語話者が健在なうちに、言語の

継承保存だけでなく、記録保存も並行

して進めなければいけません。また消

滅危機言語の復興は、地域言語コミュ

ニティの一人ひとりが取り組まなくて

は達成できません。

　日本語標準語が支配的な現在、価値

観や文化の多様性、心の豊かさの支え

となっている地域言語の価値は、中央・

地方ともにじゅうぶん認められている

とは言えず、「今さら方言なんか役に立

たない」と考える人もいるかもしれま

せん。そのため、地域言語コミュニティ

内においても、地域言語を使用する内

発的な動機づけが必要です。

　これらを解決するために私たちが地

域言語コミュニティと協働して行って

いる取り組みを一つ紹介します。

地域言語コンテンツの制作

　言語の記録として収集している談話

資料には、地域に伝わる昔話や、地域

の人の創作物語があります（一部は

kikigengo.ninjal.ac.jpで、音声付きで公

開されています）。私たちはこれらの談

話資料を利用して地域言語の絵本を制

作し、地域言語の記録を蓄積しつつ、そ

の一部を継承保存に利用しています。

　地域言語の絵本は、多くの潜在話者が

含まれる「親の世代」が、子どもへの読

み聞かせに利用しているほか、これをモ

チベーションにして、地域言語の習得・

練習にも利用しています。絵本の付録に

付く朗読音声とことばの解説は、フィー

ルド調査によってデータを収集し学術論

文として執筆したものなどをもとに、地

域言語コミュニティが利用できるかたち

にして制作しています。

　この例のように、言語の記録を利用

した地域言語コンテンツをとおして楽

しみながら地域言語を（再）習得する

ことで、一人ひとりが地域言語の復興

に取り組み、結果的に社会の中と個人

の中の言語の多様性が保全された豊か

な社会を維持していけるような研究を、

私たちは行っています。

（言語変異研究領域・准教授／山田真寛） 

地域言語の世代間継承度を客観的に測定する
沖永良部島の二つの集落（鹿児島県大島郡知名町上平川、和泊町国

くに

頭
がみ

）において、それ

ぞれの集落のことばで理解度テストをつくり、日常的に地域言語を使用している世代と、

その地域で生まれ育った比較的若い世代を対象に、理解度を測定する実験を行いました。

その結果、これまで「流暢な母語話者ではない」とされてきた40歳前後の人たちも、日

常的に地域言語を使用している世代と同じように地域言語を理解できることが明らかに

なりました。また20代の理解度は個人差が大きく、地域言語をある程度理解できる人か

らほとんど理解できない人までいることもわかりました。

地域言語理解度テストの年齢別スコア（20点満点）
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地域言語絵本の
ワークショップに参加した親子

与那国語絵本『ディラブディ』

多良間語民話絵本『カンナマル  クールク』
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多様な言語が話される世界を目指して

　ユネスコ（国際連合教育科学文化機

関）は2009年に“Atlas of the World's 

Languages in Danger”（『世界消滅危機

言語地図』）を発表しました。世界で約

2,500の言語が消滅の危機にさらされ

ているという発表です。日本で話され

ている言語のうち８つの言語―北海道

のアイヌ語、沖縄県の与那国語、八重

山語、宮古語、沖縄語、国
くに

頭
がみ

語、鹿児

島県の奄美語、東京都の八丈語がその

中に含まれています（図①）。

　この背景には、世界中で先住民が迫

害されたり差別されたりして、人権が

脅かされている、その人権を守ろうと

いう国際連合の決定がありました。

1982年に国連に先住民作業部会が作

られ、93年には「国際先住民年」が、

1995～2004年には「世界の先住民の

国際10年」が制定されています。これ

を受けてユネスコは、2001年に「文化

の多様性を尊重する宣言」を採択し、

2003年に危機言語部門を立ち上げ、

2009年の『世界消滅危機言語地図』の

発表となったのです。

日本では

　日本では1970年ごろまで「方言を使

わないようにしよう」という教育が行

われました。沖縄県や鹿児島県には、

方言札というものがあって、学校で方

言を使うとこれを首から下げさせられ

ることがありました（写真①）。

　そこまでしなくても、「方言を使わな

いように」という教育は各地で行われ

ました。このため、この時期に学校教

育を受けた人たちは、方言に対してあ

まりよい感情を持っていません。最近

は多少、「方言は大事だ」という意識へ

変わってきているようですが、それで

もまだ「方言よりも標準語の方がいい」、

「方言は必要ない」と考えている人はた

くさんいます。

　このような歴史とテレビの普及や人

口の都市への集中といった生活の変化

が重なって、いまやユネスコの発表に

ある８つの言語だけでなく、各地の言

語・方言が消滅の危機に瀕しています。

地域の言語を守る理由

　では、地域の言語を守る理由はどこ

にあるのでしょうか。これについてよ

く言われるのは、次のようなことです。

　⑴言語は地域の環境や文化・社会の

中で、長い年月をかけて作られてきた。

テプファー国連環境計画（UNEP）事

務局長のことばを借りれば、「伝統、文

化の継承を支えてきたことばを失うこ

とは、自然の貴重な教科書を失うこと

に等しい」（2001年UNEP閣僚級環境

フォーラム、ナイロビでの発言）。

　⑵言語はアイデンティティ（自分が

自分であること）の象徴である。言語

は人々の間に連帯意識をもたらし、コ

ミュニティーのまとまりを強くする。

　⑶言語には、コ

ミュニケーション

ツール（道具）と

しての役割と知識

や思考、感情・感

性の基盤としての

役割がある。人は

言語によって世界

を認識し、さまざ

まな思考を行い、

感情や感性を働かせている。その仕組

みの多くは、まだ解明されていない。多

くの言語や方言がなくなるということ

は、言語の仕組みを解明する手がかり

の多くが失われてしまうことを意味す

る。

　⑴と⑵については、説明の必要はな

いと思います。ただ、⑵については注

意が必要です。なぜなら、⑵は逆にい

うと、その言語を使わない人を排除す

ることに繋がるからです。人々を結び

つけると同時にそれ以外の人を排除す

る、諸刃の剣であることを自覚してお

く必要があります。

　⑶は少し説明が必要かもしれません。

言語をコミュニケーションツールとし

て捉えるならば、じつは言語は１つの

方が効率的です。日本における1970年

ごろまでの方言禁止教育は、子どもた

ちが仕事で都会へ出て行ったときに、き

ちんとコミュニケーションがとれるよ

うにという配慮のもと、方言よりも標

準語を優先させた結果です。

　一方、知識や思考、感情・感性の基

盤としての言語は、多様な方がいい。こ

れについて考えるために、次のような

想像をしてみましょう。

1つの言語しかない世界

　もし、１つの言語しかない世界になっ

たとしたら、どういうことが起きるで

しょう。だれとでもコミュニケーショ

特集　言語変異と言語変化

写真①　沖縄の方言札

図①　日本の危機言語・方言（ユネスコ 2009 をもとに作成）
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ンができて便利です。人々は1つの言語

だけを学べばいいので、楽かもしれま

せん。しかし、どこへ行っても同じ言

語しか聞こえてこない世界が果たして

豊かでしょうか？

　人は他人と違うことによって、自分

はどうなのだろうと考えます。「蜜柑」

のことを奄美や沖縄でクニブと言いま

すが、「どうしてクニブなのだろう」と

考えることにより知的好奇心が刺激さ

れ、知識の蓄積へと繋がっていきます。

このような世界こそ、豊かな世界では

ありませんか？

　もちろん、コミュニケーションツー

ルとしての標準語も必要です。言語を

2つ覚えるのは負担だと思われるかもし

れませんが、そんなことはありません。

現に、沖縄のお年寄りたちは、立派な

バイリンガルです。むしろ若い人たち

の世代でモノリンガル化が進んでいま

す。とてももったいない話です。

モバイル型の言語展示

　言語の多様性をできるだけ分かりや

すい形で知ってもらうために、私たち

はモバイル型の言語展示ユニットを作

り、展示をしています。モバイル型展

示ユニットの基本的な考え方は、次の

3つです。⑴どこにでも持って行ける、

⑵見るだけでなく、触ったりシールを

貼ったりして見学者も展示に参加する、

⑶一度作って終わりではなく、常に改

良してよりよい展示作品を

作る。

　最初に作ったのが「方言

の世界」です（写真②）。日

本の方言の入門編で、方言

のバリエーションがいかに

豊かであるかを「カタツム

リ」や「凧」、「とんぼ」、「霜

焼け」などの方言地図を

使って説明しています。こ

のユニットでは、「絆創膏」

を何と言うか、バンソーコー、サビオ、

カットバン、リバテープなどから選ん

でもらい、シールを貼ることによって

みんなで方言地図を作るという参加型

パネルを準備しています。

　次に作ったのが「沖縄のことばと文

化」です（写真③）。沖縄のことばとい

うと大変、難しいように思われがちで

すが、じつは、共通語と首里方言との

間にはきれいな発音の対応関係があり

ます。そこでまず、共通語の「ま」「み」

「む」「め」「も」が首里方言では「ま」

「み」「む」「み」「む」と発音されると

いうような音対応を示し、そのあとで

「夢
ゆめ

」「暦
こよみ

」などの単語が首里方言でど

う発音されるかを解いてもらい、正解

だと実際の首里方言の発音が流れると

いうような仕組みを作りました。

　３番目に作ったのが「日本海のこと

ばと文化」です（写真④）。島根県松江

市での展示に向けて作ったもので、日

本海沿岸地域に分布する特徴を集めて

います。たとえば、松本清張の小説『砂

の器』で犯人捜しのキーになっている

のがズーズー弁です。主人公の刑事は

最初、被害者は東北の人という想定で

犯人を捜していましたが、じつは出雲

の人だったという結末です。そこで、実

際、両者がどれほど似ているのかを試

してみるような展示作品を作りました。

どうしたかというと、青森の人と出雲

の人の「獅
し

子
し

」「煤
すす

」「地
ち

図
ず

」「知
ち

事
じ

」等

の発音を録音し、一つずつランダムに

どちらかの音声を流します。見学者は

それを聞いて、青森の人の発音か、出

雲の人の発音かを当てるというクイズ

です。出雲の人も結構、間違えていた

のが印象的でした。

　今年（2019年）は国連が運営する

「国際先住民族言語年」です。50年後、

100年後に地域のことばを残すために、

私たちはいろいろな試みをしています。

言語復興やモバイル型展示ユニットに

関心のある方、面白いと思われた方は、

どうぞ「危機言語・方言プロジェクト」

までご連絡ください。

（言語変異研究領域・教授／木部暢子）

写真②　方言の世界

写真③　沖縄のことばと文化 写真④　日本海のことばと文化
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日本語歴史コーパスの構築

「通時コーパス」プロジェクト

　国立国語研究所の共同研究プロジェ

クト「通時コーパスの構築と日本語史

研究の新展開」では、上代（奈良時代）

から近代（明治・大正時代）までの日

本語の歴史を研究するための“通時コー

パス”を構築することを目標に、『日本

語歴史コーパス』（CHJ：Corpus of 

Historical Japanese）と名付けたコー

パスの整備を進めています。デジタル

時代における日本語史研究の基礎資料

として研究者に使われるインフラとな

るように、また、広く海外の研究者や

専門外の方にも使っていただけるよう

に、インターネット上で無償で提供し

ています。このコーパスは全ての文章

に単語の情報が付けられているのが特

長で、高度な検索や集計が可能になっ

ています。これによって、従来は、紙

の本を使って行われてきた研究方法を

大幅に効率化させるだけでなく、統計

的な手法を含む新しい方法による研究

が実現しつつあります。

　2009年から前身となるプロジェクト

（「通時コーパスの設計」リーダー：近

藤泰弘、田中牧郎）で準備が進められ

ていたこともあり、構築は順調に進ん

でおり、2016年からの3年間で表の

で示した資料群（サブコーパス）を整

備し公開することができました。毎年

2～3のサブコーパスの公開を進めてお

り、残り3年の計画期間中に、表の全て

のサブコーパスの構築・公開を行う予

定です。

公開済みのサブコーパス

　CHJは、まだ一部の重要な資料が構

築中であるものの、すでに奈良時代か

ら明治・大正時代までの各時代をおお

よそカバーできるところまでできてお

り、多くの研究者に使われるようになっ

てきました。すでに、次に示す作品・

資料が公開されています。主として、こ

れまでの研究で重視されてきた当時の

口語を反映する資料から整備を進めて

いますが、今後できるだけジャンルの

幅を広げていきたいと考えています。

○奈良時代編Ⅰ万葉集　約10万語

○平安時代編　源氏物語等16作品、約

100万語

○鎌倉時代編Ⅰ説話・随筆　今昔物語

集・徒然草等5作品、約71万語

○鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行　とはずが

たり・十六夜日記等5作品、約11万語

○和歌集編　八代集、約26万語

○室町時代編Ⅰ狂言　虎明本狂言集、

約24万語

○室町時代編Ⅱキリシタン資料　天草

版平家物語・伊曽保物語、約14万語

ここまでできた！
『日本語歴史コーパス』と
その活用
～通時コーパスの構築と
日本語史研究の新展開～
小木曽智信・高田智和
OGISO Toshinobu　　　　　   TAKADA Tomokazu

言語変異と言語変化

PROJECT 

表：『日本語歴史コーパス』所収資料（2019.3）

奈良時代 ☑万葉集　□宣命
平安時代 ☑仮名文学

☑和歌
鎌倉時代 ☑説話・随筆　☑日記・紀行　□軍記
室町時代 ☑狂言　☑キリシタン資料
江戸時代 ☑洒落本　☑人情本　□近松

明治・大正
☑雑誌　☑教科書　□文学作品　□新聞　 
☑明治初期口語資料
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○江戸時代編Ⅰ洒落本　30作品（大

坂・京都・江戸各10作品）、約21万語

○江戸時代編Ⅱ人情本　8作品、約38

万語

○明治・大正編Ⅰ雑誌　『明六雑誌』『東

洋学芸雑誌』『国民之友』『太陽』等、

約1420万語

○明治・大正編Ⅱ教科書　小学校国語

教科書、約70万語

○明治・大正編Ⅲ明治初期口語資料

　啓蒙書・安愚楽鍋等、約18万語

「中納言」による公開

　CHJは国語研の他の多くのコーパス

と同様に、コーパス検索アプリケーショ

ン「中納言」上で公開を行っています。

登録が必要ですが利用は無料です。単

語の情報を利用した検索など、現代語

のコーパスと同じように利用できるよ

うにしてありますが、歴史コーパスな

らではの特長もあります。

　その一つが、「原文」の表示です。た

とえば『万葉集』の原文は漢字だけの

万葉仮名で書かれていますが、日本語

の研究にとってどのような漢字によっ

て書かれていたかはとても重要な情報

です。その一方で、万葉仮名のままで

は検索や集計が思うようにできません。

そこで、CHJの検索結果では、漢字ひ

らがな混じりの本文と、万葉仮名の原

文を併記する形で表示できるように

なっています。キリシタン資料のロー

マ字で書かれた原文や、今昔物語集の

漢字カタカナの原文なども同様に表示

されます。

　外部のサイトにリンクを付け、現代

語訳や原本画像等を参照できるように

したのも特長です。上代から鎌倉時代

編までの本文は、小学館『新編日本古

典文学全集』に基づいていますが、そ

の テ キ ス ト・ 現 代 語 訳・ 注 釈 を

JapanKnowledgeのサービスで参照で

きるようにしてあります（サービスの

利用契約が必要です）。また、今昔物語

集・キリシタン資料・洒落本・人情本・

教科書については、インターネット上

で公開されている原本の画像で当該箇

所を確認することができるようになっ

ています。

　そのほか、検索結果の該当箇所が地

の文なのか会話文なのか和歌なのかと

いった情報や発話者の情報、さらには

振り仮名や洒落、掛詞などへの対応も

一部で行っています。

『日本語歴史コーパス』の利用状況

　「中納言」でCHJの利用を申請した登

録ユーザー数は、2019年3月現在で約

10,000人となっており、毎週、数十人

ずつ増えています。現代語のコーパス

と比べると想定されるユーザー数に限

りがあるなかで、非常に多くの方に利

用していただいています。

　また、『日本語歴史コーパス』を活用

した研究論文・研究発表の数は、こち

らで把握できたものだけで、2016年に

46本、2017年に48本、2018年に57

本と推移しており、各時代の表記・語

彙・文法など幅広い分野にわたり、毎

年40件以上の研究に利用されています。

　専門の書籍としては2015年に刊行さ

れた『コーパスと日本語史研究』（ひつ

じ書房）がありましたが、今年1月には、

国語（古典）教育への応用を目指した

『新しい古典・言語文化の授業―コーパ

スを活用した実践と研究』（朝倉書店）

も刊行されました。

プロジェクトのこれから

　「通時コーパス」プロジェクトでは、

引き続きコーパスの構築を続けるとと

もに、コーパスの統計情報を活用した

「語誌データベース」の構築を行ってい

きます。また、コーパスを活用した研

究発表会を開催し、その可能性を追求

していきます。多くの方にコーパスを

使ってもらえるように、講習会も開催

します。皆様も『日本語歴史コーパス』

をぜひご利用下さい。

▼日本語歴史コーパス

https://pj .n injal .ac . jp/corpus_

center/chj/

7

『日本語歴史コーパス』中納言での検索結果表示（「蛙」の一部）
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NINJAL-Oxford「通時コーパス」国際シンポジウム

国語研とオックスフォード大学

　2018年9月8日、9日の二日間、国立

国 語 研 究 所 で「NINJAL-Oxford 通 時

コーパス国際シンポジウム」が開催さ

れました。

　国立国語研究所とオックスフォード

大学人文科学部は学術交流協定を結ん

でおり、先方の日本語研究センター長

を務めたビャーケ･フレレスビッグ教授

は、VSARPJ プ ロ ジ ェ ク ト（http://

vsarpj.orinst.ox.ac.uk/）のリーダーと

して、2011年より『オックスフォード

上代日本語コーパス』（OCOJ）の構築

を主導してきました。このコーパスは

国立国語研究所の『日本語歴史コーパ

ス』とほぼ同時期に構築作業をはじめ

ており、二つのプロジェクトは共同し

ながらそれぞれのコーパスの構築と、

コーパスを活用した研究を行ってきた

のです。

　この二日間のシンポジウムは、「通時

コーパスに基づく日本語文法研究」と

題して、これらの二つのコーパスを活

用した研究成果を発表する機会となり

ました。「ノとガ、連体・終止形の合一、

係り結び、疑問文」を中心テーマとし

て、二日間にわたり、二つの基調講演

と10件の口頭発表が行われました。

　国語研とオックスフォード大学は、

2012年にも「通時コーパスと日本語史

研究」をテーマとして国際シンポジウ

ムを行っていますが、当時は通時コー

パスの整備が十分でなかったため、コー

パスの構築に関する発表や限られた

コーパスを利用した研究が中心でした。

それに対し、今回は、充実してきた通

時コーパスを活用した研究が、共通の

テーマのもとに展開され、コーパスを

活用する日本語史研究者の国際的な交

流の場となりました。

『オックスフォード・ 
NINJAL上代語コーパス』

　ビャーケ・フレレスビッグ教授の基

調講演は、“The Oxford-NINJAL Corpus 

of Old Japanese”と題して、このコー

パスの概要と活用事例を紹介

するものでした。このコーパ

スは国語研との共同研究によ

りOCOJにさらに整備を加え

たもので、今年より『オック

スフォード・NINJAL上代語

コーパス』（ONCOJ）と改称

して国立国語研究所から公開

されています（http://oncoj.

ninjal.ac.jp/）。

　ONCOJは、『万葉集』を中

心とする上代日本語資料の統

語情報付きのコーパスです。

国語研の『日本語歴史コーパ

ス』が上代から近代までの通

時的な研究に主眼を置き、単

語の情報を付与したものであ

るのに対して、ONCOJは上代

語に特化し、単語情報だけで

なく文法に関わる情報が付与されてい

るのが特長です。今回のシンポジウム

のうち3件の発表はこのコーパスを利用

したものでした。

『日本語歴史コーパス』を使った
研究

　『日本語歴史コーパス』を活用した研

究発表もたくさん行われました。大阪大

学の金水敏教授（国立国語研究所客員教

授）の講演は、「平安・鎌倉時代におけ

る連体形の機能変化」。12世紀～14世

紀に述語の終止形が衰退し、連体形がそ

の機能を吸収して今日に至るとされる日

本語の文法史上の大きな変化について、

『日本語歴史コーパス』を使って連体形

述語の機能がどのように変化したかを計

量的に調査した研究です。

　このほかにも、上代から中世・近世

にわたって、係り結び・疑問文等に関

する7件の研究発表が行われ、活発に議

論が交わされました。

　通時コーパスが充実してきたことで、

今後コーパスを活用した日本語の歴史

研究がますます盛んになることが期待

されます。

（言語変化研究領域・教授／小木曽智信） 

合同の国際シンポジウムのポスター

参加費無料（参加申し込み不要）
Admission free, no advance registration required.

基調講演 2 / Keynote speech 2

基調講演 1 / Keynote speech 1

国立国語研究所共同研究プロジェクト/ NINJAL Collaborative Research Project

オックスフォード・NINJAL上代語コーパスォ ドオックスフォ NINJJAL上代語 ス
The Oxford-NINJAL Corpus of Old JapaneseJJ pp J
▶ビャーケ・フレレスビッグ / Bjarke Frellesvig
国立国語研究所客員教授、オックスフォード大学教授
Invited Professor of NINJAL, Professor of University of Oxford

▶金水 敏 / Satoshi Kinsui
国立国語研究所客員教授、大阪大学教授
Invited Professor of NINJAL, Professor of Osaka University

平安・鎌倉時代における連体形の機能変化

▶金水金 敏 i Kinsui/ Satoshi

代における連体形の機能能変化鎌倉時時代代平平安

▶金水金 敏 i i i/ S i

Functional Change of Adnominal Form in 
Heian-Kamakura Japanese

通時コーパスに基づく
日本語文法研究
Corpus-Based Studies on Japanese Historical Grammar

2018年9月8日（土） – 9月9日（日）
September 8 th – 9th, 2018

アクセス / Access

防災合同庁舎

警視庁
総合庁舎

自治大学校

立川警察署

昭和記念公園

JR中央線

国道20号方面

青梅街道
　　方面

災害医療
センター

IKEA

北口
バスのりば2番
北口
バスのりば2番

南
北
幹
線
道
路

南
北
幹
線
道
路

西
大
通
線

西
大
通
線

立
川
通

芋
窪
街
道

立
川
通

芋
窪
街
道

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

至新宿

▲

　東京

高松駅

立川北駅

立川駅

バス停
（自治大学校・
国立国語研究所）

国立国語
研究所
国立国語
研究所

N

国立国語研究所 / National Institute for Japanese Language and Linguistics

2018年9月8日（土）
14:00-14:10
開催挨拶 / Opening

14:10-15:10
基調講演1 / Keynote speech 1

15:30-17:30
セッション1 / Session 1

プログラム / Program

NINJAL-Oxford 通時コーパス国際シンポジウム
NINJAL-Oxford International Symposium on the Japanese Diachronic Corpora

通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開
The Construction of Diachronic Corpora and 
New Developments in Research on the History of Japanese

2018年9月9日（日）
10:00-11:00
基調講演2 / Keynote speech 2

11:20-12:40
セッション2 / Session 2

13:40-15:00
セッション3 / Session 3

15:10-17:10
セッション4 / Session 4

Language
Japanese, English

使用言語
日本語、英語

■多摩モノレール「高松駅」下車（徒歩約7分）
■JR「立川駅」北口バスのりば2番より、立川バスで「自治大
学校・国立国語研究所」下車徒歩（約1分）

上代語に関する研究発表
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大英図書館蔵天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』

天下の孤本

　天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金

句集』は、16世紀の日本を訪れたキリ

スト教宣教師の日本語学習向けに編集

された読本（リーダー）です。ヨーロッ

パの印刷機を持ち込み、1592～1593

年に九州・天草で印刷されました。ザ

ビエルがキリスト教を伝えてから約40

年後、江戸幕府が開かれる10年前のこ

とです。

　天草版『平家物語』『伊曽保物語』 『金

句集』は、ロンドンの大英図書館が所

蔵する1点（Shelfmark: Or.59.aa.1）し

か見つかっていません。「天下の孤本」

と呼ばれ、貴重な本です。また、日本

に伝来した西洋印刷術（活字印刷）に

よる草創期の印刷物であるため、印刷

史の観点からも注目される本です。

　大英図書館に天草版『平家物語』『伊

曽保物語』『金句集』があることは、明

治時代から日本でも知られるようにな

り、日本語史の研究者にも注目されて

きました。なぜなら、口語体で文章が

書かれているため、室町時代の日本語

の話し言葉を知ることができたからで

す。天草版『平家物語』『伊曽保物語』

『金句集』は、日本語史研究に多くの知

見をもたらしてきました。

当時の日本語の発音がわかる 
画期的資料

　また、天草版『平家物語』『伊曽保物

語』『金句集』は、ポルトガル語式の

ローマ字で書かれています。「Feiqe（平

家）」「Nifon（日本）」のように、ハ行

の子音は“h”ではなく“f”が使われ

ています。このことから、当時の日本

語のハ行音は「ファ・フィ・フ・フェ・

フォ」に近い音であったことがわかり

ます。現代の共通日本語では発音を区

別しない「ジ」と「ヂ」、「ズ」と「ヅ」

も、“ji”と“gi”、“zu”と“zzu”のよ

うに書かれ、発音に区別のあったこと

がわかります。

　このように、天草版『平家物語』『伊

曽保物語』『金句集』は、中世日本語を

知る一級資料として、日本語史研究に

おいて重要視されてきました。そのた

め、『日本語歴史コーパス』にも、天草

版『平家物語』『伊曽保物語』を収録し

ました（2018年3月公開、『金句集』は

準備中）。

カラー画像の公開

　多くの先人たちの手により、天草版

『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』は、

写真版が公刊され、翻字本文や索引も

出版され、研究環境を充実させてきま

した。しかし、写真は白黒で裏写りも

あり、精密な判読を行う上で限界もあ

りました。さらなる研究環境の向上を

決意された大英図書館の協力により、

2019年3月、カラー画像（JPEG形式）

の公開が実現しました。大英図書館提

供の画像はパブリックドメインとして

公開しています。

▼�大英図書館蔵天草版『平家物語』『伊

曽保物語』『金句集』画像

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_

amakusa/

　天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金

句集』は、3作品が1冊に装丁され（『金

句集』の後に「言葉の和らげ」「難語句

解」が続く）、書誌解説では「三部合綴」

「合冊」などと表現されてきました。こ

のサイトでは、表紙から裏表紙まで、白

紙の遊び紙も含めて、順番に1ページず

つ並べ、また、サムネイル画像は本の

見開きになるようにし、大英図書館本

の現在の姿をある程度実感できるよう

にしました。

　画像公開にあわせて、『日本語歴史

コーパス』もアップデートし、「中納言」

の検索結果から、検索語の掲載ページ

の画像を閲覧できるように、リンクを

設けました。

　なお、より高画質の画像（TIFF形式）

を希望する場合は、大英図書館から有

償で提供を受けることができます

（https://www.bl.uk/digitisation-

services/ordering-images）。

（言語変化研究領域・准教授／高田智和）上代語に関する研究発表

天草版『平家物語』

天草版『伊曽保物語』（イソップ物語）
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夏休み。自由研究のために池でトンボの観察をして
いた娘が言った。

「（今のトンボより）糸トンボの交尾の方が長かっ
たくない？」

父は思った。

「とうとう来たか……」

トンボが、ではない、「クナイ？」が、である。
そう。父は「長くない？」「できなくない？」のよう
な言い方はするが、「ク」はあくまでも形容詞や助動詞
の一部（活用語尾）であって、形容詞の過去形（タ形）
「長かった」に「クナイ？」を付けられるという感覚は
持っていない。勤め先の学生が使っているのを何度か
聞いて気にはなっていたが、いまや小学生も使うのか。

「周りの子も『長かったくない？』って言うの？」

「え？　言うくない？」

おお、動詞「言う」にも付くのか。なんだか楽しく
なってきたぞ。

この「クナイ？」（よりくだけると「クネ？」）の形
は、元々は「長くない？」のような形容詞型の否定疑
問形に由来すると考えられる。それが動詞に付いて「で
きるクナイ？」のような新しい形を作り出していると
いう現象は、高木（2009）や平塚（2009）で報告・
分析されている。だいたい娘が生まれた頃の研究であ
る。
これらの先行研究からポイントを簡単にまとめると、
おおよそ、次のようになる。

１）�この「クナイ？」は、〈同意要求〉を表すひと
かたまりの文末表現である。

２）�「ン」のような否定形を使う方言で「動詞否定
形＋クナイ？」（例：できんクナイ？）が成立。
さらに「クナイ？」がかたまりとして意識さ
れて独立、付く対象を拡大し、「動詞肯定形＋
クナイ？」（例：できるクナイ？）のような形
が生まれた。

３）�「クナイ？」は状態を表す述語（否定、可能の
形や状態を表す動詞）に付きやすい。

なるほど。確かにこの「クナイ？」がしているのは、
直前の「こう思うんだけど」という自分の意見に対し
て、聞き手に「うん、そうだね」のような同意を求め
ることである。
このような新しい表現は、文法規則を“壊す”もの

と捉える人もいるが、既存の規則をベースに成立して
いることが多い。例えば、動詞「違う」を「ちがクて」
「ちがカッた」のように活用させる例も、形容詞型の活
用語尾が変則的に現れる現象として知られるが、「違
う」が（形容詞と同様に）意味的に“状態”を表すこ
とと関係があるとされる。
よし。状態を表す形なら「クナイ？」が付くのか、試

してみよう。直感的に次のようないくつかの形を作っ
てSNS上で検索してみると、実例が見つかる見つかる。

(1)　�ちょっと無理くない？　�
［形容動詞（語幹）＋クナイ？］

(2)　�常識的に分かるくない？　�
［動詞（肯定形）＋クナイ？］

(3)　�あの人と似てるくない？　�
［動詞（テイル形）＋クナイ？］

(4)　�トイレのドアが開かない。これ詰んだくない？�
［動詞（タ形）＋クナイ？］

(1)の「無理（だ）」は、状態を表す品詞である形容
動詞の例である。(2)～(4)の動詞は、「分かる」「似て
（い）る」は恒常的な状態（能力や属性）を表す例、「詰
んだ」（“打つ手がない”の意）は一時的な状態を表す
例としてセレクションしてみたものである。娘が使っ
ていた「長かった」は過去の状態だし、「言う」（“その
ような言い方をする”の意）も習慣を表すから状態と
言えなくもない。よし、理屈が分かれば、なんだか父
も「クナイ？」を使えるような気がしてきたぞ。

日本語文法って
楽しくない？
不思議クナイ？
茂木俊伸 MOGI Toshinobu
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若者が使う「クナイ？」がどこまで広がるのかに関
しては、上のような前接語の広がりだけでなく、地域
的な広がりも興味深い。
先行研究では、「動詞肯定形＋クナイ？」は関西方言

や福岡市方言では見られるが、首都圏にはまだ進出し
ていないとされていた。しかし、関東在住の先輩研究
者が身の回りで調べてくれたところによると、2018年
の段階では、(1)～(4)のような「クナイ？」を見聞き
し、自分でも使う高校生・大学生が一定数いるようで
ある。
このように、日本語の文法規則は、知らないうちに

変化のきざしを見せ、いつの間にかその変化が定着し
ていることがある。使っている若者自身も、意識しな
いうちに。

文法研究者をしていて楽しいのは、このような現象
にいち早く気付けること、そして先行研究の助けを借
りながら、理屈を足してあれこれと考えられることで

ある。どのような形が可能なのか。なぜ変化するのか。
調べてみたいことはどんどん出てくるが、現象の全体
像を捉えるための設計はなかなか難しい。
父の自由研究は、（勝手に）始まったばかりなので
あった。

参考文献：
高木千恵（2009）「関西若年層の用いる同意要求の文末
形式クナイについて」『日本語の研究』5(4)，pp.1-
15，日本語学会．

平塚雄亮（2009）「動詞肯定形に接続する同意要求表現
クナイ（カ）」『日本語文法』9(1)，pp.71-87，日本語
文法学会．

もぎ としのぶ●熊本大学大学院人文社会科
学研究部准教授。日常生活の日本語の“不思
議”を探索し、その分析に「ねぇ、この表現
なんだけど気にならない？」と周りを巻き込
むことを喜びとする文法研究者。Twitter ID: 
@tmogi_nichibun

新しい
「クナイ？」は
こうして
できる

イラスト   鈴木祐里 
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－研究の道に進んだきっかけは？
　不純な動機です。高校卒業までは「現
代国語が好きじゃけん、大学を出たら中
学校か高校の国語の先生になりたい
のぉ。ほんで愛媛でノンビリ暮らすん
じゃ」と考えていました。また、中学生
のころから心理学にも興味があったの
で、横浜国立大学教育学部の心理学科
に進学しました。
　大学に入学して最初のオリエンテー
ションで、心理学科の先生が、クラス全
員に「大学院に進学して心理学者になる
ことを目指しなさい」と強くすすめてく
ださいました。その時に「心理学者にな
れたらカッコええきん、とりあえず目指
してみよわい」と思ったのが、研究の道
に進んだきっかけです。
－研究のザックリとした履歴を。
　大学院を1985年3月に出て、4月に上
越教育大学に専任助手（学習心理学担
当）として着任しました。そこの修士院
生の一人が、単語の表記と記憶の関係に
ついて心理実験を行っているのを見て興
味を覚え、一緒に研究させてもらいまし
た。その結果、査読誌に論文が数本掲載
され、それが縁で1991年4月に国立国
語研究所に移りました。
　国立国語研究所では電子計算機シス
テム開発研究室に配属されたのですが、
社会言語学の調査に参加する機会にも
恵まれました。山形県鶴岡市における

「共通語化」の経年調査に1991年の11
月に調査員として参加した際は、心理学
者がおこなう社会調査よりも格段に方法
論がしっかりしていることを身をもって
知り、衝撃を受けました。
　1996年からは笹原宏之先生（現在は
早稲田大学教授）と共同で、「異体字の

好み」に関する研究に取り組みました。
笹原先生は2005年3月に早稲田大学に
転出され、後任として北海道大学大学院
から高田智和氏（現在は国語研准教授）
が着任しました。高田先生とは異体字
認知についての国際比較研究などを行い
ました。
　2008年に愛知県岡崎市における「敬
語と敬語意識」の経年調査に、2011年
に山形県鶴岡市の「共通語化」の経年調
査に20年ぶりに再度参加しました。そ
れらの調査で取集したデータを解析して

『日本語の研究』などの査読誌に投稿し、
論文が掲載されました。
－言語資源という用語の誕生につい
て語りたいことがあるとか？
　1992年から当時の水谷修所長が代表
者になって超大型プロジェクト「国際社
会における日本語についての総合的研
究」の研究費を科学研究費補助金（創成
的基礎研究）に申請する準備を開始し、
1994年4月に5年間のプロジェクトがス
タートしました。1992年秋に私は江川
清研究部長の指示を受けて申請書の作
文を担当することになり、統計数理研究
所などと連携しながら申請書の下書きを
作りました。
　そのときに「言語資源」という新語を
提案してみようと思いつき、申請書類に
書いたところ、関係者各方面から「聞い
たことがない言葉だ」という意見が出て、
いったんは削除されそうになりました。
　しかし、当時の文化庁国語課長だった
韮澤弘志さんがこの用語の重要性をよく
理解していろいろと励ましてくださり、
最終的にはプロジェクトの研究班4「情
報発信のための言語資源の整備に関す
る研究」において言語資源の整備を目標

とした研究を行うことになりました（参
考：https://rmr.ninjal.ac.jp/fond.
php?fond=fo0059）。
　言語資源という、いまや当たり前に
なった用語がこの世に誕生する場面に立
ち会えたことは、私の誇りの一つです。
－今後は？
　いま関心があるのは、国立国語研究所
が2009年3月に発表した「「病院の言
葉」を分かりやすくする提案」の経年研
究を何らかの方法で実現させることです。

「「病院の言葉」を分かりやすくする提
案」のすべてを経年的に調査研究するこ
とは予算等の関係で不可能なので、規模
を縮小したうえでネットによる意識調査
などを活用してデータを収集したいと考
えています。
　今回、自分自身の研究スタイルを振り
返って、気が付いたことがあります。そ
れは、自分で積極的にオリジナルなテー
マを立てた場合は査読誌に論文が掲載
される確率はゼロに近く、受注生産方式
で研究を進めた場合は査読誌に論文が
掲載される確率が格段にアップするとい
う事実です。つまり、私には研究者とし
てのセンスがありません。周囲（とくに
国語研）の研究者仲間が、私にフィット
するよい注文を出してくれるからこそ、
なんとか研究者として食べていけるので
す。あらためて、周囲のみなさんに感謝
を申し上げます。

研究者紹介 012

横山 詔一  	言語変化研究領域 教授

よこやま しょういち●1959年愛媛県生まれ。
今でも頭の中では伊予弁で考えている時間のほ
うが長い。関西人ゆえ，学会発表や大学の講義
では大いに笑ってもらいたいのだが，誰も笑っ
てくれない。社会言語科学会優秀論文賞（徳川
賞），日本教育工学会論文賞などを受賞。

受注生産方式の研究スタイルも
悪くない。
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－研究者になったきっかけは？
　高校生か浪人生のときに千野栄一先
生（東京外国語大学・チェコ語専門）の

『外国語上達法』（あるいは『言語学 私
のラブストーリー』かもしれません）を
読んで、言語学、とくに音声学に惹かれ
ました。千野先生は言語学のプロとアマ
チュアを分けるのは音声学（厳密には調
音音声学）の知識・技術の有無であって、
音声学を身につけたら世界中のどんな言
語の発音も可能になると書いていました。
それを読み、「あぁ、自分は言語学のプ
ロになりたい」と強く思いました。
－奄美方言の研究を始めたきっかけ
を教えてください。
　大学で音声学を修得し、いざ大学院に
進学したのですが、進学後に大きな問題
にぶつかりました。言語学を学びたいと
いう強い気持ちはあったのですが、具体
的な研究対象が見つかっていなかったの
です（進学を許されたのが不思議です）。
そんな不安のさなか、沖縄語（首里方
言）の研究者である西岡敏先生が夏期集
中講義に訪れ、こう言ったのです。「琉
球語は若手研究者が少ない。琉球語は
みなさんを待っている」。初めは、琉球
列島の白地図のどちらが北でどちらが南
かも分かっていなかった自分が、西岡先
生の言う「みなさん」に含まれ得るとは
考えもしなかったのですが、たまたま一
緒に受講していた研究室の先輩（現在は
メキシコの大学教員）に私の祖父の出身
が奄美大島であることを伝えたところ、

「新永君、奄美に行けばいいじゃん」と
非常に軽い調子で助言されました。私は

「そうは言ってもなぁ…」と思っていた
のですが、その後、研究室に行くたびに
同輩・後輩・先輩たちに「新永君、奄美

に行くんだって？」と聞かれるようにな
り、次第に「自分はどうやら奄美に行く
らしい」と思い始め、結局奄美大島に
フィールドワークに行くことになりまし
た。大学院1年目の冬のことでした。
－フィールドワークで印象に残って
いることはありますか？
　私の父は神戸生まれで、私自身は神奈
川生まれ育ち。父方の祖父以外は奄美
以外の出身なので、私は奄美のクウォー
ターかつ3世です。シマとのつながりは
ほぼ途絶えていたので、特に知り合いも
いない状態で初調査に行ったのですが、
宿の主人がたまたま祖父の知り合いで、
夜にごちそうを用意してくださり、そこ
で「あんたは私の親戚だよ」と言う方に
出会いました。それ以来、楽しい親戚付
き合いが続いています。
－ハワイ大学で客員研究員をされた
と伺いましたが、ハワイではどのよう
なご研究を？
　ハワイ大には「人間文化研究機構若手
研究者海外派遣プログラム」によって派
遣されました。それは同時に、2018年
2月に国語研とハワイ大マノア校との間
で結ばれたMOU（Memorandum of 
Understanding）の研究交流の一環で
もありました。ハワイ大では少数言
語の記録・保存を専門とする研究者
の授業を見学したり、相談したりし
て、自分がこれまで半ば我流で行っ
てきた北琉球諸方言の研究方法を
さらに洗練させる方法を研究し、そ
の成果を2019年1月の国語研・ハ
ワイ大・琉球諸語記述研究会の合
同研究会（於ハワイ大マノア校）で
発表しました。さらに、大学院生、
退官した教員ら5名とともに私の博

士論文（英語で書いた奄美大島湯湾方言
の記述文法書）を読む勉強会を毎週2時
間ほど行いました。彼らが示してくれた
私の研究への興味関心はハワイ滞在中
の一番の贈り物でした。ハワイ在住の沖
縄系移民の方々の勉強会（「がじまる会」）
で自分の研究について講演する機会もい
ただきました（写真参照）。
－今はどのようなことにご関心があ
るのですか？
　奄美大島と久高島の方言を研究する
ことは私のライフワークです。これまで
は奄美大島宇検村の14集落の1つであ
る湯湾集落の方言を研究して来ました
が、これからは残りの13集落の方言の
簡単な文法書・辞書・談話資料を記述・
記録して行こうと思います。宇検村と久
高島の研究がある程度まとまったら、次
は日本手話の研究に関わりたいと思って
います。なぜ手話？と思うかもしれませ
んが、私の研究の最も根本的な動機は人
間の言語能力の可能性の深さ・広がりを
知ることなので、それを知るためには音
声言語だけではなく、視覚言語も視野に
入れることはものすごく自然なことなの
です。

研究者紹介 013

新永 悠人	 言語変異研究領域 特任助教

にいなが ゆうと●1983年神奈川県出身。
2015年から成城大学などで非常勤講師。2017
年から現職。2018年8月から2019年2月まで
ハワイ大学マノア校にて客員研究員。2007年
より琉球諸語記述研究会の運営委員。北琉球の
奄美大島（特に湯湾集落）と久高島の方言の研
究をしている。

「琉球語はみなさんを待っている」
このことばに導かれて。

「がじまる会」での講演会
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国立国語研究所
オープンハウス
2018

2018年12月20日、国立国語研究所は
古希を迎えました！さらに今年の10月1
日には、大学共同利用機関に生まれ変わっ
て10周年を迎えます。これらを記念する
イベントの一つとして、「国立国語研究所
オープンハウス2018」を昨年12月22
日に開催いたしました。国語研が70歳に
なったのを機に行った初めてのオープン
ハウスで、内心緊張しておりましたが、た
くさんの方々が来場してくださいました！　
本当にありがとうございました。

放送大学の新チャンネル開設に伴う記念企画として、特別番組の共同制作を行
いました。「生きた日本語と格闘する　日本語研究70年」（前編・後編各45分）
というタイトルで、前編は2018年10月21日から、後編は2019年1月27日か
ら放映されました。前編は国語研が設立時に取り組んでいた研究を、後編は現
在取り組んでいる先端の研究を紹介したものです。放映は終了しましたが、今後、
研究所内のイベント等でご紹介する予定です。

放送大学と特別番組を制作しました

研究内容を紹介するポスター
は全部で38枚。研究者が1時
間ずつ交代でそれぞれの研究
内容を説明しました。

見て、聞いて、体験。みなさ
ん熱心にブースを回ってい
らっしゃいました。

方言に関する
モバイル型展
示や絵本を楽
しむみなさん。

研究図書室見学ツアー
人数限定で行われた大人気
のこの見学ツアーでは、普
段は見ることができない閉
架書庫や貴重書を公開。み
なさん興味津々の様子で見
学していらっしゃいました。

同日開催シンポジウム
「フィールドと文献から見る日琉諸語の系統と歴史」
「経年調査の新たな挑戦̶日本語の将来を占うために」
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Book Review 著書紹介

か らこそ」「における」「ものだ」「の
だった」「てしまう」「つもりだ」の

ように、いわゆる自立語（＝詞）と付属語
（＝辞）が結びついて一つの複合的な形式
を成すものは、「複合辞」と呼ばれるが、本
書はこれらに加え、「頃」や「分」のよう
に、単独で辞的に転成した形式も含めて

「形式語」と呼ぶ。
形式語研究は、現在の言語研究のキーワ

ードである「文法化」と深く関わるもので
あり、本書には、現代語のみならず古典
語・方言・対照研究・日本語教育・言語接
触など、多彩な分野からの形式語研究が集
められている。近年、盛んに行われている
多分野の交流（コラボ）と相互活性化を目

指した複合的研究書でもある。
本書は、論文28編と文献目録１編（方

言の形式語関係文献目録）を収め、『複合
辞研究の現在』（2006年）に続き、藤田・
山崎両氏によって編集されている。文法カ
テゴリーで述べれば、格・ボイス・アスペ
クト・テンス・モダリティ・主題・取り立
て・複文・接続詞・感動詞・敬語など、あ
らゆる項目にわたる研究を見出すことがで
きる本書は、おそらくどのような分野の日
本語研究者が手にしても、自身の研究テー
マと深く関わる刺激的な論考を見つけられ
るのではないだろうか。

▶前田直子（学習院大学）

「

放 り投げる」は「放る＋投げる」、「食
べ歩く」は「食べる＋歩く」、「寝そ

べる」は「寝る＋そべる」だろうか？　本
書は、日本語に三千以上存在する（語彙
的）複合動詞を認知言語学の観点から包括
的・体系的に考え直す意欲作であり、二つ
の意味で「１＋１≠２」を実証している。
　第一に、本書は姉妹理論である「構文文
法」と「フレーム意味論」の相乗効果を示
すことに成功している。Charles Fillmore
氏を中心に発展してきた両理論は、40年
ほどの歴史を有するものの、その相補性を
ここまで明確な形で例証した研究は稀であ
る。特に、語レベルの構文文法である「コ
ンストラクション形態論」については、国

内初の概説となる。
第二に、本書は両理論を駆使すること

で、複合動詞が動詞と動詞の足し合わせだ
けでは説明しきれないことを主張する。複
合動詞は日本語研究の一大テーマであり、
これまで多くの研究者がその足し算の方法
を論じてきた。しかし、「食べ歩く」が独
特な移動経路を表すことや、「寝そべる」
の「そべる」が単独では使われないことか
らもわかるように、そのような足し算には
問題がある。本書が提示する解法には、複
合動詞研究にとどまらないヒラメキがある。

▶秋田喜美（名古屋大学）

「

語 彙力」を冠した一般書が書店で目
につくようになったのは、2015～

16年頃。その主流は、社会人としての口
の利き方を伝授するたぐいのハウツー本で、

「これで『語彙力』は大げさでは」と思う
ものもあります。そんな中、本書の著者の
ひとり石黒圭さんの『語彙力を鍛える』（光
文社新書）は、語レベルの表現の問題全般
を論じた、真正の表現概論でした。

ただ、読者の中には、もっと実践的な問
題集がほしいと思った人もいたかもしれな
い。その期待に応えるのが、さしずめ、本
書『一生役立つ語彙力の育て方』です。　
　本書は、それこそ、語レベルの表現全般
にかかわる43種の練習問題を用意し、そ

れぞれに丁寧な解説をつけています。柏野
さん担当の前半では、「『遊ぶ』を国語辞典
ふうに説明せよ」といった、辞書編纂者養
成系の問題が並んでいて、「なるほど、こ
れならトレーニングになる」と、分かりみ
が深い。石黒さん担当の後半では、「『今の
体重がやばい』を普通のことばに言い換え
よ」など、ユーモアも含んだ石黒メソッド
の問題が続きます。

自分だけでなく、周囲の人にもやらせた
くなる問題が満載。学校の先生は、本書を
基に、自分なりの問題を作ってみるのもい
いでしょう。

▶飯間浩明（国語辞典編纂者）

「小学生から身につけたい
一生役立つ語彙力の育て方
石黒圭・柏野和佳子
KADOKAWA
2018年10月

日本語語彙的複合動詞の
意味と体系
コンストラクション形態論と
フレーム意味論
陳奕廷・
松本曜
ひつじ書房
2018年2月

形式語研究の現在
藤田保幸・山崎誠 編
和泉書院
2018年5月
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   『ことばの波止場』第5号をお届け
します。

今回の記事を皆さんよりも一足先
に読みながら、本来目に見ることが
できない言語というものの不思議さ

をあらためて感じました。私たちの脳の中にあり、そ
れでいて社会の中で共有されている言語は、本来は目
に見えないものです。それが文字を通して記録された
時、また分析されて文法書や辞書としてまとめられた
時に、それは見えるものになり、時代を超えて共有さ
れるようになります。それを研究者が研究しているう
ちにも、言語はいつの間にか見えない形で姿を変え、研
究者は再びそれを追うことになります。そして研究者
は言語を目に見える形で社会に提示します。
   『波止場』の第5号で紹介されている研究活動は、こ
の目に見えないものに取り組む研究者の活動と言える
でしょう。言語研究の難しさも面白さも、この「目に
見えない」という性質と関係しているように思えてな
りません。このような地道な言語研究の意義がさらに
認知されていくことを願います。この情報誌がそれに
貢献することとなれば幸いです。

表紙の写真は、放送大学と共同で製作した特別番組
「生きた日本語と格闘する　日本語研究70年」の撮影
風景です。これについては14ページを御覧ください。
� （松本曜）
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